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第1  原発事故による被害 

１ 被告も認めるように，１９５７年に発表されたアメリカのブルックヘブン

研究所の原発事故災害の試算結果（ＷＡＳＨ－７４０）によると，最悪の

場合には，急性死者３４００人，急性障害者４万３０００人，要観察者３

８０万人，永久立退き面積２０００平方キロ，農業制限等面積３９万平方

キロといったものであった(甲２７：瀬尾健著「原発事故…その時，あな

たは！」１５６頁)。 

２ 東海原発(１６.６万キロワット。１９９８年３月運転終了)を導入していた

我が国も，アメリカのプライス・アンダーソン法に倣って原子力損害賠償

法を制定することになったが，その為に，当時の科学技術庁の委託を受け，

日本原子力産業会議が，１９６０年に｢大型原子炉の事故の理論的可能性

及び公衆損害に関する試算｣と題する２４４ページの報告書を作成した。

しかしその試算結果による被害は，余りにも甚大であった為，原子力損害

賠償法の審議を行っていた国会に一部が報告されただけで，全体はマル秘

扱いにされてしまった。その後明らかになった上記｢試算｣によると，死

亡・障害者数が最も多いケースでは，急性死亡７２０人，急性障害５００

０人となっており，被害額が最も多いケースでは，３兆７３００億円とな

っている。１９６０年の日本の国家予算１兆７０００億円の２倍以上の被

害額である(甲２８)。しかもこれは，１６．６万キロワットという現在で

はかなり小型の原発を想定しての事故被害の予測であり，また，死亡した

場合の賠償額を８３万円とした被害額の予測であって，現時点で原発事故

が発生した場合には，この程度の被害では済まないことは不幸にも福島第

一原発の事故によって証明された。 

３ 伊方３号炉の事故予測(甲２７) 

① 上記瀬尾健著「原発事故…その時，あなたは！」(甲２７)は，各原発

等の事故による被害予測をしている。 
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② 伊方原発について，一番出力の大きな３号炉の事故予測をしているが，

それによると，次のような被害が予測されている(２６，２７頁)。 

a １％以上の急性死者が出る地域として，人口の比較的多い八幡浜市と

大洲市がそれぞれ９９％，５０％急性死圏内に含まれている。 

b １万人以上の急性死者が出るのは，風が９０度の方向(４万１０００

人)，１０５度の方向(４万１０００人)１２０度の方向(１万人)，１３

５度の方向(１万３０００人)等である。中でも八幡浜市の４万１００

０人が群を抜いている。 

c 癌の死者は最大で６０度の方向で２２４万人となり，近畿に集中して

いる。 

d 緩い避難基準でさえ，四国全域，九州の殆ど全域と中国地方の半分が

すっぽり包まれている。 

e 近畿地方での何十万人もの癌死者が出るのを避けるためには，厳しい

避難基準を採用しなければならないことが分かる。 

第2  最大加速度 

１ ２００８年６月１４日８時４３分に発生した岩手・宮城内陸地震(深さ１

０キロメートル，マグニチュード７．２)の際，その震源断層直上の観測

点において４０２２ガルの最大加速度を記録した。これは，２００４年中

越地震(マグニチュード６．８)の最大余震の際に新潟県川口町の震度計で

記録されたそれまでの最大加速度２５１６ガルの１．５倍を超えるもので

ある。そして，この最大加速度４０２２ガルが地震時に記録された最大加

速度としてギネスに認定された(甲２９)。 

２ 被告は，断層長さ３６０㎞，マグニチュード８．４の地震の規模を想定し

ながら，基準地震動ＳＳ(最大加速度５７０ガル)としているが，この最大加

速度の想定が明らかに過小な想定であることは一見して明白である。 
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